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要　約

　米国に お い て 1990年代後半 より社会問題 化 した デ ジ タル ・デ バ イ ド問題 に対 し ，全米

各地 で草の 根か ら取 り組ん で い る の が CTC （Community 　Technology　Center）で あ る／t

CTC とは ，情報通信機器を整備 した コ ミ ュ ニ テ ィ
・セ ン タ ー

で あ り，情報通信技術へ の

ア ク セ ス やIT訓練 などを無料あ る い は安価に地 域住民に提供 し て い る。現在600を超え る

CTC の 中に は ，活動に メ デ ィ ア ・ア ー
トを導入 する取 り組み も登場 し て きた 。

　当小論 で は ，シ カ ゴ 市内で メ デ ィ ア ・
ア

ー
トを核 とす るプ ロ グ ラ ム を開発 ・展 開 し て

成功 をお さめ る Street−Level　Youth　Media （SLYM ）の 事例研究 を通 して 、メ デ ィ ア ・ア ー

ト
・プ ロ グ ラ ム の 有効性 に つ い て 考察を試み た

。
メ デ ィ ア ・ア ー ト ・プ ロ グ ラ ム に は ，

1新た な芸術形式 と して の 情報通信技術」「チ ーム ワ
ーク と自尊心 を培 う学習モ デ ル 」「複

合的メ デ ィ ア
・
リ テ ラ シ

ー
の 習得」 「オ ル タ ナ テ ィ ブ ・メ デ ィ ア 」「コ ミ ュ

ニ テ ィ との 対

話創造」と い っ た特性 が 見られ る tt これ らは ，貧困 コ ミ ュ ニ テ ィ 住民が 情報弱者と し て

固定化 され て し ま う危機 を回避す る とと もに ，彼 らを取 り巻 く被抑圧 的な 「現実」の 脱

構築／再構築 を目指す社会的実践 を うなが して い くと考 え られ る。

　結論 と し て ，日本の情報 化過 程の 中で 導入可能 な側面 に つ い て検討 を加 えた。

2002年 9 月 6H 受理
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Abstract
                    i ?

Since the late 1990s, Digital Divide has been a critieal secial issue in Unite{I States. 
'I'o

 struggle  to bridge the

cligitat divide in community,  man.v･ communit>,  people started grass-roots activity ca]led  Communit.v 1'echno]og.v

Center (C.TC). CTC  is a cofnmunity  center  that provides access  and  educatien  to new  i-i'ormatien and

communication  technotoLg.ies for community  members  at  low or  no  cost.  At present. there are oyer  600 CTCs  in

United States. Amon.g. of  these, we  can  find a peculiar aetivity introducing niedia  arts in their pro.urams.

In this short thesis, I examine  special fcatures oi' mcdia  arts  program through  the case  stucl},  of  Street-Lev'el Youth
                                                             / /t
Mec]ia in Chicago, In the study,  i'e]lowtng special  fcaturcs are  cxtracted:  viewing  ]CT as  ne-,  art  fomis , an

                                              /t  tT/  t
education  model  to facMtate teamwork  and  se"Lesteein  , acquiring  multip]e  media  Iiteracy , expressing  as

alternative  mediti'  
,
 and  

`trcaling

 convcrsations  in the community'  . These features wllL avoid  people of
                                     t t
underserved  communittt  become pern]anent hax,c-nots . At the sarne  tirne, they  will  leacl underserved  peopge to

                                                                 /t
participate in social practice in de-constructien 1 rc-constructicm  ofoppressed  reality  surroundins,  them,

As  the conclusion,  I ¢ xaminc  introduction of seme  features of  media  aits progrHm inro local conimunit>,

int'ormation projects in Japan.
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コ ミュ ニ テ ィ 情 報 化 プ ロ ジェ ク トに お け る メ デ ィ ア ・ア
ー

ト ・フ ロ グ ラ ム の 可 能性

1．は じめ に

　 1990fF代後半よ り 、米国ではデジ タル ・デバ イ ド

が大 きな社会問題 と して 浮 ヒして きた。当時の クリ

ン トン政権は情報格差是正 の 対応策 と し て ，主に

情報通信技術へ の ア ク セ ス 提供 を支援する政策を

打 ち 、ンニて た。（1）またコ ミュ
ニ テ ィ

・
レ ベ ル の 活動 に

おい て もア ク セ ス提供中心の もの が数多く登場する 。

し か し な が ら，ア ク セ ス を提供す るだ けで は 情報

格差は 解消 されな い との 批判も多く出て きた ． （2）

　筆者は ，デ ジ タ ル ・デ バ イ ド問題 へ の 対応 と し

て 、ア ク セ ス 提供に 加 え て ，人 び と が 情報通信

技術 を使 い こ な して有効な コ ミ コ 、ニ ケーシ ョ ン を

行 うため の メ デ ィ ア ・リテ ラ シ ー教育や
，

イ ン タ

ー
ネ ッ トの有 用性を高め る有益か つ 地域住民 の ニ

ーズ に対応 した コ ン テ ン ツ 開発が 必要で あると考

え る。近年登場 して きた地 域 コ ミュ ニ テ ィ
・

レ ベ

ル の メ デ ィ ア ・
ア
ー

ト
・プ ロ グ ラム は ，こ の よ う

な 「ア ク セ ス」「メ デ ィ ア ・
リテ ラ シ ー−1 「コ ン テ

ン ツ 開 発」の 要素 を包 含 しつ つ 効果 をあげて き

た草の 根の プ ロ ジ ェ ク トで あ り，情報格差是正 に

向けて 成果を挙げ始めて い る。

　当小論で は シ カ ゴ の Street−Level　Youth　Mediaの

事例 を通 して ，デ ジ タ ル ・デ バ イド問題に おけ る

メ デ ィ ァ ・
ア
ー

ト
・プ ロ グ ラ ム の 有効性に つ い て

考察 し，結論 と し て 同プ ロ グ ラ ム の 日本の 地域情

報化 へ の 応用につ い て検討す る。

2 ．デジタ ル ・デバ イ ドと CTC

　デ ジタル
・デバ イ ドとい う言葉 を

一・
般 に広 め た の

は 、米国商務 省通信情報庁に よ る報 告書　
‘
）
’
alling

Through　the　Net 　II：New 工）ata 　on 　the　Digital

Divi　de　
’
（NTIA ，1998）で あっ た。当報告書は ，1994

年 と 1997年に 行 われ たPC 所有率や オ ン ラ イ ン 接

続率 に 関する 調 査結果 を比 較 分 析 し た もの で あ

る。こ の 中で 、特に 黒人や ヒ ス パ ニ ッ ク 系マ イ ノ

リテ ィの 低所得 者層 に おけ る情報格差拡 大が指摘

されて お り ，デ ジ タ ル ・デ バ イ ド解消に 向 け た取

り紐み は ，前 ク リ ン トン政権に お い て重要政治課

題 とな っ た。同報告 書で は ，学校や 図書館 ，そ の

他の Community　Access　Centers （以 卜
．
CAC ）に お

け る コ ン ピ ュ
ー

タ ・
ア ク セ ス の 提供 が重要で あ る

と政策捉言 して お り，こ の 年 を前後する ように新

たな政策が導入 されて い く、

　 学校及び図書館に 関 して は ，1996年電気通信法

改止 における ユ ニ バ ー
サ ル ・

サ
ービ ス 条項 に従 っ

た E−RATE 事業 の 導入 に より，イン ターネッ ト接続 の

イ ン フ ラ整備が急速 に進 ん だ 。 E−RATE 事業で は

2000年度 まで に 公立学校の 98％を イン ターネッ 1・に

接続する とい う成果 を挙げて い る （NCES ，2000）n

　
一

方 ，CAC を支援 する主 な政策 と して ，商務

省の Technology　Opportunity　Pr（，gram ．住宅都市

開発省の Neighborh   od 　Netsvorks　Program ，教育

省の Community 　Technology 　Centers　Program な

どが導入 され た。（3）これ らの プ ロ グ ラ ム は 、全米

各地に CAC の 典型 で あ る C （）mmunity 　Technology

Center （以下CTC ）の 設立 を強力に促 し て い っ た。

CTC とは 、地域 コ ミュ
ニ テ ィ に 開放 され た コ ン ビ

ュ
ータ施 設 の こ と で あり，主に地元住民 に よ っ て

ボラ ン タ リ
ー

に運営 され て い る。通常，CTC に は

イ ン ターネッ トに接続 され た PC が数台か ら数十台

設置 され ，地域住民は これ らの設備を自由に利用

す る こ とがで き る、、また ，セ ン タ ー
では PC や イ

ン ターネ ッ トに関する講座 も開か れ ，情報処理 や

ネ ッ トワ ーク に つ い て学習する こ とが で き，こ れ

らの サ ービ ス は 無料 もしくは安価 に提供 され る。

また ，多 くの 住民 が 初め て PC や イ ン タ
ー

ネ ッ ト

に触れ る場であ り，これ ら最新技術の デ モ ン ス ト

レ ーシ ョ ン的機能 も果た して い る。今や全米各地

で 600を超え る まで に増加 したC
’
1
”
Cは ，情報弱者の

多い イン ナーシ テ ィや農村部の 貧困コ ミュ
ニ テ ィ な

ど，社会的に不利な条件をもつ 地域 に お い て情報格

差是正 に向け て 活動 して い る．，

3．CTC に お け るIT訓練 プロ グラ ム

CTC の 多 くで ，ア プ リケ
ーシ ョ ン ・ソ フ トや イ
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ン タ
ー

ネ ッ トな ど の 操作訓練 プ ロ グ ラ ム を無料あ

るい は安価に提 供 し て い る．、例 えば ，バ ーモ ン ト

州 バ ーリ ン ト ン市の ケ ーブ ル テ レ ビ局 の 下部組織

と して 1995年に 設立 され た CyberSkills／Vermont

で は ，他 の 多くの CTC と同様，無料の iT講座 を開

講 し て い る．
， 当 セ ン タ ー一で 開講 し て い る 講座 は ，

「コ ン ピ コ．一タ の 基 li楚＿，「八licrosoft、Vlndo、vs98 」，

「Micr 。soft 　Word 　20（）0初級 ・中級上 「Micr ・s⊂）rt

Excel　2000 初級
・
中級」，「Micros〔）fしAccets2000

初級
・1．1．r級」，1イン タ

ーネッ 1・入門．．iQuick　Books

2000 （会計 ソ フ ト）1．「Mlcr 〔，soft　Frontpage　98−，

「ウ ェ ブデザ イン 1，
−
H
厂
iML レ ベ ル 2」，「Publisher

2000 〔文章編．集ソ フ 1・　）．1な どで あ る、．（4）

　 こ の ような CTC によ る iT訓練の 多くが成果 をあ

げるなか ，そ こ で
一般的教育手法 と し て 採用 され

て い る教育モ デ ル は 、い くつ か の 危険性 を孕ん で

い る。

　
一一．

つ は ．CTC にお ける「r訓練 プ ロ グ ラ ム の 多く

が学校教育に お け る教育モ デ ル を踏襲 して い る点

で あ る。そ こ で は教科書や マ ニ
ュ ア ル に従い ，ア

プ リケ ーシ ョ ン ・ソ フ ト操d乍方法が イ ン ス ト ラ ク

タ …に よ っ て学習者へ 伝達 され る．こ の よ う な
一
教

師」か ら 「生徒」へ 一．方 的に 語 りか ける とい う関係

は ，「生 徒」の 能動的学習意；：｝llを減退 させ ，学習

へ の 拒絶反応 を引 き起 二 す可能牲 を秘 め て い る、

Illic；h （1970＞に よれば ，健全 な 「生徒一」たち は 、「教

師 1に よ る包括的な操作に対 し て 直感的に抵抗を

示す とい う，それは 「教師」が 「生徒一の 学習 しな

ければな ら な い 内容 と時期 と を決定すると い うす

べ て σ）学校に共通する基本的 ア プ ロ ーチ に 対す る

抵抗で ある u 多 くの マ イ ノ リ テ ィ が学校教育か ら

落脱 して い く現実 を見 る と．学校 と同 じ教育 モ デ

ル に よる ク ラ ス 運営は ，時 と して十分にそ の 成果

を生 む こ とが困難に な る こ と が予想 され る／．／（5）

　 もう
一・

つ は 、CTC に よ る ⊥T訓練プ ロ グ ラ ム に お

い て ．ア プ リ ケ
ー

シ ョ ン
・

ソ フ ト操作の 習 得が El

的 に 牴化 し て し ま う と い う 、「目的」と 「手段 1

の 混 同 の 危険牲 で あ る 。 多 くの 場面 に お い て ，

PC や イ ン タ
ー

ネ ッ 1・は ，何 ら か の 目標
．
達成 の た

め の 「道具 （ツ ール ）」で あ り，手段で ある ， 多 く

の CTC で 開講 され るIT講習会 の 内容が ，単な る ア

ブ
．
リケ ーシ 1 ン ・

ソ フ ト操作技法に 限定 される な

らば，そ こ に お け る学習効果は 疑 わ し くな る 。 明

確な 目的意識 をもち ，目標達成 に向けて い か に 効

果的 に ツ
ー

ル と し て の 情報．遁信技術 をで吏い こ な せ

るよ うに な る か ，あるい は 日常生活の 中で ど の よ

う に 活）H し て い くか ．と い っ た 視点 か らIT訓練

プ ロ グ ラ ム の あ り方を見直す必要性があ る、

4．Street−Level　Youth　Media （SLYM ）の事例

　通常の CTC は ，マ ル チ メ デ ィ ア
・セ ン ター

と い

う施設 を「lt心 に （center −based），イ ン タ ーネ ッ ト

や IT訓練 へ の 1ア ク セ ス」を提供する こ とに よ り，

地域住民の 情報化へ の 適応 を支援 して き た
、

こ れ

らの 取 り組み は ，短期的な情報格差是正に は 大き

く貢献 し て き た が ．社会的に 不利な 条件下の コ ミ

ュ
ニ テ ィが 抱 え る より大 きな社会格差の 問 題 に対

し て は ．まだ十分 な有効性が 見出せ な い ．そ ん な

な か ．メ デ ィ ア ・ア
ー

トと い う表現活動 を核 とす

る プ ロ ジ ェ ク トを基に （project−based），糸FII織や

活動 を構築するとい う特徴の もと成功 をお さめ て

きたの が 、シ カ ゴ で コ ミュ
ニ テ ィ 情

．
報化 に取 り組

むStreeレLeve1　Youtl1　Media （以下SLYM ）で ある 。

（6）近年 、　一部の CTC で は メ デ ィ ア ・ア
ー

トをプ

ロ グ ラ ム に導 人 して お り ，CTC 関係者の 間に もメ

デ ィ ア ・ア
ー一

ト ・プ ロ グ ラ ム へ の 関心 が 高 まっ て

き て い る。（7）当小論で は ，CTC の 中で も先駆 的

に メ デ ィ ア
・
ア
ートを採用 し て 成功 して い るSLYM

の 事例研究 を通 し て ，メ デ ．d ア
・

ア
ー一

ト
・プ ロ グ

ラ ム の もつ 特性や そ の 有効性に つ い て 考察 を試み

る 。 （8）

4 ． 1　 SLYM 設立 の経緯

　 SLYM が活 動拠 点 とす る ウ ェ ス トタ ウ ン は 、イ

リ ノ イ州 ク ッ ク郡 シ カ ゴ 市 でン ナ
ーシ テ ィ 西部に

位 置 し ．人 llの 60．7％が ヒ ス パ ニ ッ ク 系住民 （主
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コ ミュ
ニ テ d 情報化プ ロ ジ．［ ク トに お け る メ デ ィ ア

・
ア
ー

ト
・
プ ロ グ ラ ム の 「rf能性

に メキシ コ 及びプ エ ル トリ コ か らの 移民）で構成

され ，世帯数の 56％で ス ペ イ ン語が話 され て い る

と い う特 色 をもつ コ ミュ
ニ テ ィ で あ る．IU

．
帯の

40．5％が年間所得 ユ万5千 ドル 未満の 低所得者層 で

あり ，人凵 の 32％が連邦政府 の 定 め た貧困 レ ベ ル

を下 回 っ て い る、失業率 も12．7％ と ．シ カ ゴ市

（11．3％），イ リ ノ イ州 （6．6％）， 全米 （6．2％）の 比

率よ りも高 い
。 25歳以一L人 口 の 最終学歴 も，54％

が高校卒業資格 を持た ず，シ カ ゴ 市 （33．9％），イ

リ ノ イ州 （23，8％），令米 （24．7％〉の 数仙 とは大 き

くか け離れ て い る L 女性の 　
・
人親 世帯の 比 率も

21．8％と ，シ カ ゴ 市の 19．6％，イ リ ノ イ州の 12．0％ ．

全米の IL6 ％ と比較 し て も高 い 、また犯罪 に つ い

て 1千 人あた りの 犯罪発生率を指標化 し た 数fl直を

比較 して も ．ク ッ ク 郡の 69，シ カ ゴ市の 87と比較

し て ．ウ ェ ス トタ ウ ン が 133と非常 に高 くな っ て

い る tt さらに ウ ェ ス トタ ウ ン が属す る警察管轄地

区の 13区は 、2001年 か ら2002年に か けて の 犯罪増

加率 が シ カ ゴ市内で も っ とも高い 地区で もあ り．

治安が非常に 悪い ttこれ らの 統計数値か らみ て も、

ウ ェ ス トタ ウ ン は様 々 な社会的問題 を内包する イ

ン ナ ーシ テ ィ の 様相 を呈し て お り ，
エ ス ニ ッ ク

・

マ イ ノ リ テ ィ が 多 く，低所得 ，低学歴 ，高失業率 ，

高い
一

人親世帯比率 ，高犯罪率とい う特色 をもつ

コ ミュ
ニ テ ィ で あ る こ とがわか る。（9）

　 また ，シ カ ゴ rh イ ン ナ ーシ テ ィ は 全体と し て 情

報化が遅れて い る。例 えばあ る報告に よ る 1998年

度調査結果で は ，シ カ ゴ市 イン ナ
ー

シ テ ィ 世帯 に

お け るPC保有率が 19％ ，イ ン ターネ ッ ト接続率

が 9％と ，金米の PC保有率42％ と イ ン タ ーネッ 1・

接続率25％と比 べ て 非常 に 暫及 が遅 れて い る こ と

が指摘 されて い る、（10）

　 こ の ような コ ミ ュ ニ テ ィ にお い て ，1993fFに 第

一
回 「ビデオ ・ブ ロ ッ ク ・パ ー

テ ィ
ー1が開催 さ

れ た 。
こ の イベ ン トは ，シ カ ゴ 出身の メ デ ィ ア

・

ア
ーテ ィ ス ト達 が地元 の 子 ど もた ちと共に ビ デ オ

作品を制作 し ，街中に数十台の テ レ ビ を配置 し て ，

ビ デ オ作品を上映す ると い うもの で あ っ た、（11）

地 元の 子どもた ちは ．自分 たち の 生 きる 断界を普

段 どの ような眼で 見つ めて い るの か をテ
ー

マ に ビ

デ オ作品 を制作 し ，向 らの 「言葉」で ，自らを取 り

巻く世 界に つ い て 語 っ た ．こ の イベ ン トは成功 を

お さめ ，参加 した 了
・
ど もたち は活動の 継続 を強 く

望み ，イベ ン トに参加 した ア
ー

テ ィ ス ト達 が非営

利団体 と して 1995年 に SLYM を設立す る。

　 SLYM が対 象 とする社会的に 不利な環境 ドに あ

るイ ン ナ
ー

シテ ィの 子ど もたちやその 家族は ，社

会階層の 底辺 を構成 して い る t／デ ジ タ ル ・デ バ イ

ド悶題に お い て 最 も危惧 され る点は 、こ れ らの 社

会的弱者 が ，社会の情報化過程の 中で ．再び弱者

と し て構成 され ，社会の 最下層 に 固定化 され て し

ま う こ と で あ る．（12）こ の よ うな危険性 を察知

し た SLYM の ア
ーテ ィ ス 1・た ち は ，デ ジ タ ル ・デ

バ イ ド問題 へ の 対処 も含め た 攴援活動 と して プ ロ

グ ラ ム 開発 に取 り組む．こ う し て 「メ デ ィ ア ・ア

ー ト　 「情報通信技術」「コ ミコ ．ニ テ ィ 」 と い っ た

領城が交蓋する空 間に お い て ，被抑圧 的な環境の

トに ある子 ど もたちの エ ン パ ワ
ー

メ ン トを支援す

るとい うSLYM の現在形が描成 された の で ある．、

4。 2　 SLYM の 運営状況

　 SLYM では ，多くの 問題 を抱 えなが ら生活する

了ゼ もたちが 自らの 問題 に正両か ら取 り組め るよ

う エ ン パ ワーす る こ と を目的に ，メ デ ィ ァ ・ア ー

トの 作品制作過程を通 し て 「チ ー
ム ワ

ー
ク」 「創

造性」 「批判的思考」「自尊 ノ巳・の 獲得」に 向けた教

育 を提供 し て い る 。

　現 在
，
SLYM は 基幹の マ ル チ メ デ ィア ・セ ン ター一

をウ ェ ス トタ ウ ン に 設置 し 、そ の 他に市内北部の

エ ッ ジウ ォ
ー

タ
ー

にある セ ン ターを運営 し て い る t．

　SLYM の 組繊 は ，意思決定機関 と し て 11名か ら

構成 され る理 事会が あり、H常的組織運営 を営む

13名 の ス タ ッ フ は ほ と ん どが プ ロ の ア
ー

テ ィ ス ト

で あ る 。 現在 ，年間約 1800名以⊥の 了ども た ち が

プ ロ グ ラ ム に参 加 し て い る と い う t／SLYM の 活動

資金 の 約 3割 は 事業収 入 か らで あ り．2000年度の

Specia1　Projectsで は S・〈J8万 ドル の 収 人 を得てお り ，
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tn−Schc〕ol　Programか らの 収 入 もある。予算規模

も拡大傾向に あ り、2001年度予算 は86．2万 ドル に

な り，事業収入 以外に も ，
．一．般企業か らの 資金や

現 物支給に よる支援や ，財団助成金．政府補助金，

個人寄付金な どに よっ て 賄われて い る 。

　 SLYM は設立以来 ，延 べ 1万 人を超 え る子ど も

た ちに 対 し，情報通信技術へ の ア ク セ ス や これ ら

を活用す る機会 を提供して きた。これは ．十数名

の ス タ ッ フ で ウ ェ ス トタ ウ ン 人口 （約8万7千人｝

の 1割強に情報化の 恩恵 を提供 し て きた計算に な

り，情報弱者 へ の
「
ア ウ ト リ

ー
チ （援助 を必要と

す る人へ 乎 をさ しの べ る救済 ・奉仕活動 を意昧す

る）旨 と い う点 にお い て 大き く貢献 し て きた とい

え る ． また ，メ デ ィ ア
・

ア
ー トを核 とするプ ロ グ

ラ ム を開発する こ と に よ り．CTC 活動 の 巾で は そ

れま で あ ま り見 られな か っ た イ ン タ ーネ ッ ト ・
ア

ク セ ス や IT訓練以 ヒの サ ービス を提供する こ とに

成功 し た。 さら に ，ア ー ト活動 の 成果を収入 に換

え ，財政面の 独 立：性 を高め ると ともに 、地域内の

様 々 な団体 （行政 ，美術館 ，学校 ，その 他 メ デ ィ

ア企業 な ど）との パ ー
トナ

ーシ ッ プ とい う新た な

ビジネ ス モ デ ル を展開 し た と い う点 にお い て も コ

ミコ ．ニ テ ィ情報化活動に お け る成功事例 と し て 知

られて い る．，

4． 3　 学習プロ グラ ム

　SLYM で 取 り組 まれて い る学習プ ロ グ ラ ム は 大

き く づ に分類 され る。し か し なが ら，こ れ らの

プ ロ グ ラ ム は 参加者の 自‡性 を重ん じた学習 モ デ

ル と い う点で 共通 し て い る。

　例 えば ，「環境」 とい う テ
ー

マ で プ ロ ジ ェ ク ト

を行う場合，まず こ の プ ロ ジ ェ ク トへ の参加 希望

者を募り，同時に 各参加者 の 技術 レ ベ ル もチ ェ ッ

クする ．こ の 場合 ，大 テ
ー

マ の
一
環 境」は ス タ ッ

フ側か ら提示 され るが ，サ ブ テ ーマ や ア プ ロ
ー

チ

手法な どは ．すべ て 参加 者 に よ っ て 、ブ レ イ ン ス

トー ミン グ な ど の 手法 を取 り入れ な が ら，意思決

定 され る、，こ の 段階で テ
ー

マ を深 く理 解す る た め

の 議論す る時間が十分 に確保 され る tt 次に作品制

作 に必要 な機器 や ス キ ル と い っ た もの を列挙 し ，

参加者間で 役割分担 を決め ，詳細な ス ケ ジ ュ
ー

ル

を作成 して い ぐ、プ ロ ジ コニ ク トに お い て ．常に参

加者 が編集権をもつ プ ロ デ コ．一サ ーで あり，ス タ

ッ フ は あ くまで もフ ァ シ リテ ーターと し て 助言 を

行い 参 加者達の 意思決定 を支援する こ とにな る 。

こ の ような基本的姿勢 の 下 ．SLYM で は 以 下 の 三

種類 の プ ロ グ ラ ム が行われ て い る。

4 ． 3．　 1　 Drop −ln　Program

　名前 の と お り、セ ン タ ーに 気軽 に 「立 ち寄 り

（drep−in）」．興昧の あ る活動に取 り組 む ため の プ

ロ グ ラ ム で ある、、誰 もが セ ン タ
ー

の PCや イン ター

ネ ッ トを自由に扱う こ とがで き，情報弱者に 対 し

情報通信技術へ の ア ク セ ス を公開 し て い る 。 テ
ー

マ 別の プ ロ グ ラ ム も定常的に組 まれ てお り．ア
ー

ト作品の 制作過程 を通して ．情報機器操作も学ん

で い くよ う構成 されて い る。

4． 3．　2　 1n−School　Program

　 当 プ ロ グ ラ ム で は ，CAPE （Chicago 　 Arts

Partnership　in　Education）と い う団体と共同で ア

ー ト作品制作 を既 存の 学校 カ リキ ュ ラ ム に埋 め込

ん だ授業を開発 し，シ カ ゴ ili内の 公立学校に お い

て 実際に授業を実施 し て い る。また SLYM は ，学

校 へ の ア
ーテ ィ ス トの 派遣や コ ン サ ル テ ーシ ョ ン

も行 っ て い る、

4 ．　3、　3　 Special　Prolects

　SLYM の パ ー｝・ナ ーと な っ て い る団 体か らの 依

頼に よ り．特定 テ
ーマ の

一
トで 作品制作 を行 うプ ロ

グ ラ ム で あ る u
パ ー 1・ナ

ー
団体 との 契約の 下 、仕

事を請負，ア
ート作品制作 にあ た るた め ，参Mlし

た子 ど も た ち に は 報酬が
F
丿
・え ら れ る．，ま た SLYM

に と っ て も貴重な収入事業 となっ て い る 。
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コ ミュ
ニ テ ィ 情報化 プ ロ ジ ェ ク トに おけるメ デ ィ ア ・ア

ー
ト・プ ロ グ ラ ム の 可能性

　SLYM で は ，これ まで様々な プ ロ ジ ェ ク トに取

り組ん で き た 。 例 えば 2001年の
’
Peace　Signs：

Youth　Ainti・Gun　Violencc　Billboard　Project
’
で は ，

プ ロ の ア ーテ ィス ト6名と地元の 子 ども6名が ペ ア

とな り，銃犯罪反対 を訴 える看板 を共同制作 した 。

こ の看板は シ カ ゴ の 街中に 掲示 され ，さら に rh 営

ギ ャ ラ リーで も展示 された．作 品公開の 際 に は

大々 的な記者会見も開か れ，全国放送の ニ ュ
ー

ス

で も取 り上 げられた とい う，、

　 そ の 他 に も，1998年に は公共放送サ ービ ス PBS

の 番組 と連動 した企画 と して ℃ hi−dentified
’

と名

付け られ たプ ロ ジ ェ ク トも行われた。当時PBSで

は ア フ リカ系ア メ リカ 人の 歴 史を辿 りなが ら 「ア

メ リ カ人 とは何か」を問 う番組 を制作 し て い た。

SLYM で は こ の 番組 と連動 し．シ カ ゴ の イ ン ナ ー

シ テ ィ に居住する 子どもたちに と っ て ア メ リ カ人

と は何 か と い う問 い に 答 える べ く，コ ミ 」 、ニ テ

ィ
・フ ォ

ーラ ム を開催 し た り，「ア メ リ カ 人」 を

表現 する コ ラ ージ コ ．を作成 した り，ビ デ オ作品 を

制作 し て 「ビデ オ ・ブ ロ ッ ク ・バ ーテ ィ
ー
」で上

映 した りした 。

　 こ れらの プ ロ ジ ェ ク トに共通するの は ，取 り扱

うテ ーマ が参加 し て い る子 どもた ちに密接な もの

で あ り，各自が抱 え る問題 に直接的 ・間接的に影

響 を及ぼ して い る内容であるとい う点で あ る。

　SLYM で は ，ア
ー

ト作品制作 を通 して ，各自の

直面す る問題に 、

’
tlち迎 えるよう子 どもたちをエ ン

パ ワ
ー

する ことを重視 して い るため ，こ の 趣旨に

沿 うテ ー
マ の み取 り扱 うよ う留意 して い る とい う，，

5。メデ ィ ア ・ア ー ト ・プロ グラム の 考察

　こ こ で はSLYM が開発 した メ デ ィ ア
・
ア
ー

ト・プ

ロ グ ラ ム に内包 され る特性に つ い て 考察す る こ と

に す る／t

5 ． 1　 新た な芸術形 式と しての情報通信技術

ア ー トと は 何か を定義づ けする こ とは非常 に困

難な作業の よ うで あ る 、、 Read （1949）は ア ー i・

を 「心楽 しい 形式 をつ くる試み で ある」 と　
．
般的

に定 義 し，Coningwood （1939）は芸術 を 自身の

「情緒の 表現」だと し た 。 し か しde　Duve （1989）

が 「誰で も芸術 に つ い て ひ とつ の ，あ る い は複数

の 考 えを持 っ て い る」 と指摘する よ うに ，芸術理

論の 数 だけ ア
ー トの 定義が 存在す る，、そ こ に共通

す る の は 「表現 活動 一1 と い う点で あ ろ う 、、こ の

「表現 活動」にお け る形式 も ，時代 とと もに 大 き

く変容 し て きた。特 に 20世紀以降，芸術に お け る

表現形式は 多様化の 途 をた どり，それ まで の 文

芸 ．絵画 ．彫刻 ，音楽 な ど の 伝統的 な
．
形式 か ら、

ア
ー

トをめ ぐる思 潮の 変容 （「写実」 か ら 「概念」

へ ）や テ ク ノ ロ ジ ーの 発展 とと もに ，「キ コ 、ビズ

ム や ダ ダ イズ ム ，未来派 ，ロ シ ア 構成主義か ら戦

後の ア ク シ ョ ン ・ペ イン テ ィ ン グ 、ポ ッ プ ・ア ー
ト，

パ フ ォ
ー

マ ン ス や ラ ン ド・ア ー ト（ア ース ・ワ ーク）

まで」，さま ざまな 新 しい 表現 形式が探求 されて

い っ た．（三井 ，2002）

　当小論で 論 じ て い る メ デ ィ ア ・ア ー トとは ，

般的に は ビ デオや コ ン ピュ
ー

タ な どの テ ク ノ ロ ジー

を利用 した芸術作品全般 を指す用語で あ る 。 （堀 ，

2000）伝統的に 芸術 と し て 認識 される造形芸術な

どとは 異な り，メ デ ィ ア ・テ ク ノ ロ ジーを利用 し

た制作者の 「情緒の 表現 」が メ デ ィ ア ・ア ー トと

百 え る。（13）メ デ ィ ア
・

ア
ー

トの 特徴 の
一

つ に

イ ン タ ラ ク テ ィ ブ性が あ る。オ ーデ ィ エ ン ス に よ

る鑑賞では な く ，高い 参加に よ り相彑作用 ・対話

を促すの で ある。そ し て ，こ の イ ン タラ ク テ ィ ブ

性 が ，「作 り手 と受け手 とをつ なぐコ ミュ
ニ ケ

ー

シ ョ ン の メ デ ィ ア を作 る こ と を凵的 と し た 作品 1

を生み illiして い く。（藤幡、2001）

　SしYM で は ，情報通信技術の 道 貝的 （イ ン ス ト

ル メ ン タ ル 〉側面 も認識 しつ つ も．最新の 情報通

信技術を新 し い 芸術的表現形式と して捉 え ．メ デ

K ア ・
ア
ー トを活動 の 中心 に据 え て い る 。 これは

究極的に 社会変革を 目．指 すSLYM に と っ て ，イ ン

ナ
ー

シ テ ィの 了ど もたちが 自己表現する こ とや社

会と の コ ミコ 、ニ ケ ーシ ョ ン を創造 して い く こ とが
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非常に 重 要で あ り．イン タ ラ ク テ ィ ブ性 に富む メ

デ ィ ァ
・

ア
ー

［
・
と い う表現 形式 が自 らの 活動に最

適で ある と判断 し て い るた め で ある ，，

5。 2　 チ
ーム ワ

ー
ク と自尊心 を培 う学習 モ デル

　SLYM の プ ロ ゲ ラ ム で は 、了
・
どもた ち の 自主牲

を尊重する学 習モ デ ル を採用 して い る．、な か で も

メ デ ィ ア
・

ア
ー

ト作品の 制作過朽｛の 多くが 集団 に

よる作業 とな るため ，必然的 に チ ーム ワ
ーク が重

要 とな る．こ の 集団作業は ，実質的に は 了
．
どもた

ち の 社会的 ス キ ル の トレ
ー

ニ ン グと して機能 して

い る．SIλ
τ
M が活動拠点する コ ミ．・．ニ テ ィ には家

庭環境に恵 まれな い 子どもたちが多く居住 し て い

る、．劣悪で機能不全に 陥 っ て い る 家庭環境下で は ．

子 どもた ちは適 切な祉会的 ス キ ル の 獲得が で きず

に ．そ の 発達段階で の 適応が悪 い ばか りで な く ，

将来 ，重大な適応上の 問題 を引 き起 こすと 言われ

て い る．．（相川 ・津村 、】996）将来成 人 とな り社

会の 構成 員と して 自 ウ：す る た めに は ，社会適応 の

ため の 社会的 ス キ ル 獲得は重要で あ り，ア
ー ト作

晶過程 に お け る集団作 叢は トレ
ーニ ン グ の 場 と化

し て い く，

　 また 、SLYM で は子 ど もた ちの 自尊心 を育む こ

とを特 に重視 し て い る 一SLYM に は ．ア イデ ン テ

ィ テ ィ確立 の 重要な時期で あ る青年期 を過 ごす r一

どもた ちが多く活動 して い る ， 自尊心 は 白己 の 価

値 を査 定す ると ともに ．そ の 後の 行動に 与える影

響 も大 き い と 嵩
．
われ る。（落 合 ・伊藤 ・齊藤 ．

1993） し か しなが ら青年期に おける 自我感情の 中

核を占め る の が劣等感で あ り．こ の 劣等感 をよ り

深化 させ て し ま う条件が イ ン ナ ーシ テ d ・コ ミ ュ

ニ テ ィ には整 っ て い る。イ ン ナ
ーシ テ ィ の マ イ ノ

リ テ ィ で あ る こ とは ，否定 的 ス テ レ オ タ イ プ と い

う フ ィル タ ー
を通 し て 他者よ り 見 つ め ら れ る と い

う被抑 圧 的 な環境で 生活す る こ と で あ り、イ ン ナ

ーシ テ ィ 住民 た ちは 自尊心 が 歪め られ ．他者か ら

の 抑圧的な視線 を内面化 し，深い レ ベ ル の 劣等 感

を抱 く可能性が 「自iい D

　 この よ うな被抑圧 的な状況か ら の 解放 に 参考 と

な るの が 、ブ ラ ジ ル の教育学者 Freireの提起 した

「課題提起教育1 の 考 え方で あ り，実際 SLYM の

学習 モ デ ル に は その 影響 が垣 間見 られ る ， （1の

例えば誅題提起教育では ，教師 と生 徒¢ ）垂 直的関

係性か ら脱却 し ，人び と が お互 い に教 え 合う 関 係

を求め る 、．自主．性 を重ん じ る SLYM で も、ス タ ッ

フ はあ くまで も フ ァ シ リテ
ー

タ
ー

で あ り，了
．
ど も

た ちと垂直的な関係は築 い て い な い 、、ま た ，課題

提
．
起教育 で は状況 その もの を課題に す る 、、1状況

が か れ らの 認識対 象とな るに つ れて ，か れら の 宿

命論 を牛 み だ して きた閉 じられ た呪 術的知覚 は ，

現実 を知覚する ときで さえもそ の 知覚行為自体 を

知覚する こ とが で き，か くし て 現実 を批判的に客

体化する こ とが で きる知覚に 道 を譲 りわ たすの で

あ る 、 1（Freire，1970）真実の解放
一

人 間化の 過

程一をH 指す課題提起教育に お い て ，状況を意識

化す る こ とが実践 の 出発点 とな る ．

．．一・
方 メ デ ィ

ア ・ア
ー

ト ・プ ロ グ ラ ム に お い て も ，否定的な ス

テ レ オ タ イブ を通 し て イン ナ ーシ テ ィ住民 を見 つ

め る 阯界，と りわ けそ の よ うな否定的 メ ッ セ ージ

を再生産 し続け る主流 メ デ ィ ア に 対 して 批判的 に

その 内容を解読 し ，世界の 抑圧的 イデ オ ロ ギーを

意識化 し，社会と の 対話 を生 み 出すため の 表象活

動に 取 り組む とい う点で 共通項が 見出せ る ，．

5． 3　 複合的メ デ ィ ア ・
リテ ラ シー習得の ため

　　　 の プロ グラム

　 コ ミュ
ニ テ ィ内外で の 対話を求め る メ デ ィア ・

ア
ート ・プ ロ グ ラ ム は ，新た な コ ミュ

ニ ケ
ー

シ ョ

ン 創 造 を 目的 とす る た め ，必然的に メ デ ィ ァ
・リ

テ ラ シ ー獲得 を口指す こ と に な る 。 水越 （1999）

は メ デ ィ ア
・リ テ ラ シーを ，「人間が メ デ ィ ア に

媒 介され た情報を構成 された もの と して 批判的に

受容 し ．解釈す る と同時 に ，自らの 思 想や意 見．

感 じ て い る こ とな どを メ デ ィ ア に よ っ て構 成 11勺に

表現 し ，コ ミュ
ニ ケ ーシ ョ ン の 回路 を生 み 出 し て

い く と い う 、複 合的 な 能 力 の こ と E と 定 義 して い
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コ ミュ
ニ テ ィ情報化 フ

．
ロ ジ ェ ク トにおけるメ デ ィ ァ ・ア

・一
ト・プ ロ ゲ ラ ム の 可能性

る 1，こ こ で の 複合的な能力 とは ，メ デ ィ ァ 使用能

力 （メ デ ィ ァ機器 を操作す る能力），メ デ ィ ア 受

容能力 （メ デ ィ ア の メ ッ セ ージ を批判的に受容す

る能力），
メ デ ィ ア表現能 力 （多様な メ デ ／ア を

駆 使 して 意 見 ・思 想 ・感情 な ど を表現 で き る能

力〉で あ り，こ れ ら三 つ が 相 ：々に 関連 し て メ デ ィ

ア ・リテ ラ シー一を構成す る と し て い る．

　CTC で 開講 され て い るIT訓練σ）多くは ，ア プ リ

ケ ーシ ョ ン ・
ソ フ ト操作な どの

冖
メ デ ィ ア 使 ffi能

力」に重 点が置か れた もの で あ る、、また マ ス メ デ

ィ ア の 理 解と利 用 の プ ロ セ ス を対象 とする メ デ ィ

ア
・
リテ ラ シ ー教育 では ，「メ デ ィ ア受容能 力」の

側 面が重視 され る ケ ース が 多く，カ ナ ダ ・
オ ン タ

リオ州教育省に よ っ て提唱 された メデ ィ ア ・
リテ

ラ シ ー
論は こ れに該 当す る で あ ろ う、、（Ministry

of　Education，　Ontari〔〕，1989）これ らの 取 り組み で

は ，⊥述の 三能力 をバ ラ ン ス よ く包括的に取 り込

む こ とにはな りに くい と考える，：

　 メ デ ィ ア ・ア
ー

ト ・プ ロ グ ラ ム で は ，作品制作

に 必 要 な機器操 作や ア プ リ ケ ー
シ ョ ン ・ソ フ ト操

作 を学ぶ ス テ ッ プ （メ デ ィ ア 使用能力），テ ー
マ

下 に お ける先行作品 を批判的に 解読す る ス テ ッ プ

（メ デ ィ ア 受容能力），そ して作晶 を制作す る こ と

で 自 ら の 意 見 ・思想 ・感情 を表現 す る ス テ ッ プ

（メ デ ィ ア 表現 能 川 と い っ た
一

連α）ス テ ッ プを

必要とする．複合的 メ デ ィ ア ・リ テ ラ シ ーの 獲得

は ，SLYM が重視す る批
’rli的思考 と創造性 の 実践

とな り，世界を意識化 して 省察す る力 を身に付け

て い くこ とにつ なが る 。

5 ． 4　 オル タナテ ィ フ
・メ デ ィ ア としての表象

　　　 実践

　SLYM が活動拠点 とす る コ ミュ
ニ テ ィ の 住民た

ち は
，

イ ン ナ ーシ テ ィ 住民 と い うだけ で 否定的な

属性 の ス テ ィ グ マ が 刻印 され ，周囲か ら は ス テ レ

オ タ イプ化 され た否定 的イ メ
ージ をも っ て 見つ め

られ る と い う ，非常に 被抑圧的な環境下 で 生 活 し

て い る現実があ る、，

　主流メ デ ィ ア が産 出す る否定的に ス テ レオ タ イ

プ化 された描写 に 対抗 し，SLYM の 子 どもた ちは

白 らの 視点 か ら，自分 を含め た身の 回 りの 世界を

描 き伝え ようと し て お り，SLYM はオ ル タナ テ ィ

ブ ・メ デ ィ ア と して メ ッ セ ージを発信 し続け て い

る 、 SLYM の 了どもた ちは ，ア ー ト作品 を通 し て

コ ミ ュ
ニ テ ィ外の 人びと との 対話 を実践 し，イ ン

ナ
ー

シ テ ィ 住民 と し て カ テ ゴ リー化 さ れ た ス テ レ

オ タ イプを通 じ て 画
一

的に 見つ め られる の で は な

く，個人化 された 存在 と し て 見つ め られ る こ とを

望ん で い る。そ し て ，コ ミコ ．ニ テ ィ 外か ら見つ め

る人 び とと ，コ ミュ
ニ テ ィ 内の 住人と を統合可能

な新た な社会的 カ テ ゴ リーの 再 カ テ ゴ リ ー化を試

み る こ とで ，ス テ ィ グ マ の 払拭 を 凵指 して い る と

い える。（15）

　 イン ターネッ トの 登場 と普及は ，それ まで主流

メ デ ィ ア にほぼ 独占 されて きた社 会の 情報流通チ

ャ ン ネ ル を 多様化し，と りわけ個 人や小集 団 さえ

も容 易に 情報発信がで きるよ うになる とい う好機

をもた ら し た 、、これは デ ジ タ ル
・
オポ チ ュ

ニ テ ィ

の
一
側面と い える。そ し て こ の 好機 を活か し た オ

ル タ ナ テ ィ ブ ・メ デ ィ ア と して の SLYM の 実践は ．

被抑 匡的環境 下に い る マ イ ノ リテ ィ たち に ，偏見

や 差 別 に 立 ち向か う た め の情報通信技術活用 の
一

モ デル を提示 して い ると い え る。

5 ． 5 　コ ミュ ニ テ ィ に お け る対話創出 と コ ン テ

　　　 ンツ制作

　こ れまで の デジ タル ・デバ イ ドに関す る議論の

中で あ ま り取 り扱われて こ な か っ たの が コ ン テ ン

ツ 不足 の 問題で ある，ある調査結果による と．情

報通信技術 へ の ア ク セ ス の な い 情 報弱者 に と っ

て ．イン ターネ ッ トは 危険な もの と認識 され ，ア

ク セ ス し なくと も彼 らの 日常生 活に 何ら支障 を来

た さない と考え られて い る 。 （Lenhart　et　a1．，2000）

こ の よ う な情報弱 者の 認 識 は ，オ ン ラ イ ン 上に 彼

ら に と っ て有益か つ 価値 あ る コ ン テ ン ツ と し て 認

め られ る もの が不 足 し て い る現 状 を反映 して い る
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た めだ と考え られる、The　Childrenls　Partr！ership

（2000 ）に よる と ．コ ン テ ン ツ に 関連 し た障 壁

（バ リ ア）の 主要 な もの して ，「ロ ーカ ル 情報の 不

足」「リテ ラ シ
ー
障壁 」「言

’
語 障壁」「文 化的 多様

性の 欠如」の 四点 を挙げて い る c イ ン ターネ ッ ト

上におい て ，地域 コ ミュ
ニ テ ィ住民が最 も必要 と

する情報 は ，臼 ら の コ ミ ュ
ニ テ ィ に お ける ロ ーカ

ル な情報で あるが ，これ らの情報提供はオ ン ラ イ

ン 土 であ まりな されて い な い の が現状で ある／t ま

た 、オ ン デ イン情報は主 と し て 平均的識字能 丿丿を

持 つ ．人び とを対象と し て い るが ，米国の成 人人 li

の 22％あ ま りが ト分な リテ ラ シ
ー

を獲得 し て い な

い 状況にあ る 。 母語 を英語 と し な い 人 rlが 多く住

む 米国で あ る が ，イ ン タ ーネ ッ ト ヒの情報の 87％

が 英語表記で ある ．現在の イ ン タ
ー

ネ ッ ト 1：の コ

ン テ ン ツ は ．文 化的多様性が 見られず 、エ ス ニ ッ

ク
・

コ ミュ
ニ テ ィ を対 象と し た コ ン テ ン ツ 量が ，

実際 の 人口 構成比か らみ て も非常 に 少な い 。こ れ

らコ ン テ ン ツ 不足 も，デ ジ タ ル ・デバ イ ドを生 み

出 して い る
．
要 因なの である。特 に ，情報弱者 で

あ る イン ナ
ーシ テ ィ

・コ ミュ
ニ テ ィ に 住む エ ス ニ

ッ ク
・

マ イ ノ リテ ィ た ちの 求め る情報 が イ ン ター

ネ ッ ト上 に ト分に 存在 し て い な い 点 が 問題 で あ

る ，

　 コ ミ．1 ニ テ ィ内外の 人びとと の 対話 を創 り出そ

うと表象実践に取 り組む SLYM で あるが ．そ こ で

創作 される ア ー ト作品 の ほ とん どが必 然的に 地 元

コ ミ．ユ ニ テ ィ と不可 分 な 問題 を 中心 に 構成 さ れ

る 。 地 元 コ ミ ュ
ニ テ ィの 子 どもた ちが 問題 と認識

し ，コ ミ コ．ニ テ ィ内外に 対話を呼びか ける テ ーマ

は ，コ ミ コ ．ニ テ ィ内の 他 の 成員に と っ て も関心の

高 い テ ーマ で あ る，、SLYM に お ける ア
ー

ト作 品制

作 は ，コ ミュ
ニ テ ィ に 潜む 闘題を提起 し て い ると

い う点で ．コ ミ ュ
ニ テ ィ の 関 心 に 添 っ た コ ン テ ン

ツ を創造 して い る と い え ，ロ
ー

カ ル な コ ン テ ン ツ

の 蓄積 に貢献 し て い る。ま た SLYM に お い て は ．

作品制作 に お い て ロ ーカ ル な 闘 題 を取 り 上 げ ，制

作過程で 複合的 メ デ ィ ア
・

リテ ラ シ
ー

の 獲得 を支

援 し ，コ ミ ュ
ニ テ ィ に 多 く居住 す る 英語 を母語 と

しな い ヒ ス パ ニ ッ ク系住民 に も閂戸 を開 き ，子 ど

もたちの 自文化 に立脚 し た作品創 りで ある と1司時

に コ ミュ ニ テ ィ が 内包する多文化性 をその まま活

かすよ うな作品制作を 攴援す ると い う点で も文化

的多様性 を尊重 し た 活動 とな っ て お り，コ ン テ ン

ツ をめぐる障壁に 対応 し て い ると い える。

6。おわ りに

　これ まで 論 じ て きた メ デ ィ ア ・ア ー一ト ・プ ロ グ

ラ ム をそ の まま日本 へ 導 入す る こ とは 、地 域 コ ミ

コ、ニ テ ィ の
’
陦報 化を と 1り ま く日米の 環境 の 違 い を

考慮す る と 非常に 難 し い 。 111．asに おけ る地域情報

化は ，地域開発政 策を源流と しなが ら 公共事業 と

同 じ政 策ス タ イル を継承 し，中央省庁 の 地域情報

化構想 の 支援 を受 けて ，地方自治体に よる 計画 ウ：

案 ・事業遂行と い う行政 主導の ト ッ プ ダ ウ ン型で

進め られ て きた特徴をもつ ，、また ，公共投資 と同

じ政 策原理 の もと展 開 され た た め施設建設が 重視

され ，計画立案の 多くが シ ン ク タ ン ク に よるな ど

「中央 に 依存．1 し て 進 め られ て きた 。 こ の た め ，

技術先行に よ るハ ー
ド面 の 整備進展の ・方で ソ フ

ト面の 整備が 遅滞 し ，地域固有の ニ ーズや地域1主

民の 視点 が 配 慮 されな い な どの 問題 が 指摘 され

た 。 （16）

　 日本 の 公 共事業で 指摘 され る弊害 を内包 し つ

つ ，地域情報化政策の 下 ，多 くの 地 域で情 報イ ン

フ ラ の 整備 が進展 して きた こ とは確 か で あ る t／し

か し な が ら ，施設 （建設）至 ヒ主義の もと 展開 さ

れて きた地域情報化 に は新たな 発想 に立 っ た政策

試行が求め られ て い る状況 に あ り，また そ の 萌芽

も一部の 地域 に お い て 観察 で きる、（／7）次 に取

り組 む べ きは ．住民の 情報化意識の 向 Lと複合的

メ デ ィ ア ・リ テ ラ シ
ー

の 習得 で あ る と同時に ，住

民の H 常生活に お い て有 用性 の 高 い コ ン テ ン ツ の

開発 ・提供 で あ る と考 え る ，，

　 SLYM の 事例が 提示す る重要な 視点 の
一一

つ は ，

「施設 ．1で は な く ［プ ロ ジ ェ ク ト」を中心 に 事業を

構築する こ と で ．地 元住民 の ニ
ー一

ズ に柔軟 に対応
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コ ミュ
ニ テ ィ 情報化 プ ロ ジ．r．ク トに お け る メ デ ィ ア

・
ア
ート ・プ ロ グ ラ ム の 可能性

し て きた事業手法で ある 。 SLYM の プ ロ グ ラ ム も ，

利用者に よる評価作業な ど の フ ィ
ードバ ッ クを得

なが ら何度 も再構築 され て きた。

　 また ．CTC の もつ 情報通信技術の デ モ ン ス ト レ

ーシ ョ ン的機能 や ，メ デ ィ ア ・ア ー ト・プ ロ グ ラ

ム の もつ 効果的な メ デ ィ ア ・リテ ラ シ ー
教育の 提

供 なども、住民本位の情報化を推進す る た め の 参

考 と な る モ デ ル を示 し て くれ る 。

　 さらに ，メ デ ィ ア
・

ア
ー

ト
・プ ロ グ ラ ム は そ の

成果 と し て地域向け コ ン テ ン ツ を産出する特徴 を

もつ が ，日本の 地域情報化に お い て も，今後 コ ン

テ ン ツ開発 の 重要性が高ま るこ とが考 え られる。

日本の デ ジ タル
・デバ イ ド問題 にお い て 情報弱者

を構成す る グ ル ープの 一
つ が高齢者層で あるが ，

彼 らが情報通信技術 を利 用 しない 理 由の
一

つ に有

用 コ ン テ ン ツ の不足 が挙げられ る 。 （18）有 用 な コ

ン テ ン ツ 開発の 取 り組み は ，デ ジ タ ル
・デ バ イ ド

解消の た め に も重要で あ り，地域の ニ ーズ を十 分

に認識 して い る住民 自身の 発想に よ っ て コ ン テ ン

ツ 開発 が 進め られ て い く 二 と が 望 ま し い 。そ の た

め に は ，地域住民の 多 くが新 たな情報通信技術に

接 し ，イ ン タ ーネ ッ ト ・メ デ ィ ア を取 り巻 く リテ

ラ シ ーを獲得 し つ つ ，情報化へ の 意識 を向一ヒさせ

て い くこ とが課題 とな る。

　 日本の 地域情報化で は ，施設建設 を中心 とする

情報 イ ン フ ラ整備事業か ら，次の 段階 へ の展 開が

求め られて い る，．今後の 地域情報化に おい て ．住

民の情報化意識の 向上や メデ ィ ァ ・リ テ ラ シ ー向

一ヒ，あ るい は地 域 コ ン テ ン ツ の 充実な ど ，住民 を

主体 とする ソ フ ト面充実の 推進 を考え る上で ，メ

デ ィ ア ・アー ト ・プ ロ グ ラ ム は示唆に 富む．地元

の ア
ー

テ ィ ス ト，美術系学校の 教官や 学生 ，美術

館の 学芸員、学校 ，メ デ ィ ア企業な どとの 協働作

業 を模索する こ と も，地域情報化の 新 た な方向性

を考え て い く E −
−
tt有効で あ る と 考 え る．

注

（1）「デ ジ タ ル
・デバ イ ドーと い う問題 は ，前 ク

　 リ ン トン政権の 政治的パ フ ォ
ー

マ ン ス で ある と

　す る意 見も あ る 。 （木村，2001）筆者 もこ の 指

　 摘に 同意で きる点 を多く見出せ る。し か し なが

　 ら，こ こ で より重要 と考え る の は 、現存す る経

　済的 ・社会的弱 者た ち が ，進展す る社会の デ

　 ジ タル 化か ら取 り残 されて い く現実で あ り，弱

　 者 たちは何 らか の 支援 を必要 と して い る現状認

　 識で あ る c

（2）例 えば Mack （2001）は Marcia 　Stepanekの

　 BusinessWeek 　Onlineの 記事を引用 し なが ら，

　 PC や イン タ
ー

ネ ッ トへ の ア ク セ ス 提供だ けで は ．

　 「書物を与 えなが らも，読む こ とを教 えない の と

　 同 じだ」と い う指摘 を紹 介 し て い る。また ，

　 The 　Childrenis　Partnership（2000）は ，こ れ ま

　 で の デ ジ タ ル ・デ バ イ ドの 論議の 巾で コ ン テ ン

　 ツ の 側面が 無視 されて きた と し ，情報弱者 と

　 な る人びと の ニ ーズ に 即 し た コ ン テ ン ツ 開発

　 の 必要性を説 い て い る、，

（3）こ れ らCTc を支援 す る補助金 プ ロ グ ラ ム は ，

　 現 ブ ッ シ ュ 政権の 政 策転換に よ り，2003年連

　 邦政府予算案で は 廃止 されて 他の 一括 補助金

　 （block　grants）に統合 され る予定 で あ る n

（4）CyberSkills／Vermontにつ い て はホ ーム ペ ージ

　 （http：／〈N・LL・tNr．cyberskiUsvLorg ／） を参照。

（5）米続計局CPS 調査 の 2000年 3月の 統計 データ に

　 よ る と ，25歳以 1．：の成 人で 高校卒業資格を持

　 た な い 人 Liが全米 で 16％に対 し、黒 人は 21％，

　 ヒ ス パ ニ ッ ク系で は43％と，エ ス ニ ッ ク ・
マ イ

　 ノ リテ ィの 数値が高 い 、，学校教育シ ス テ ム に馴

　 染 め な い マ イ ノ リテ ィ の 姿 が 覗 え る 。U ．S．

　 Census　Bureau （httP；／／www ．census ．gov ／

　 populati〔）n 〈、へ、w ／socdem 〔〕／educ −attn ．htm1＞

（6）当小論では ，米国にお ける Communi取

　Technology （Project）に対応 す る用語 と して

　 1
一
コ ミ ュ

ニ テ ィ 情報化 」を使用 し て い る．， 同様

　 の 活 動の 多 くは
， 住民 自 ら が 立 ち上 げた 非営

　 利活動で あ る た め （
・
部行政か ら支援

．
を受け る

　 ケ
ー

ス もあ る），こ の 用語 には 「草 の 根に よ る

　情報 化活 動 」と い う意味 を含 め て 使用 し て い
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　 る 、．
一．．・

方 ．「地域情報化．1は ，日本の 地」或開発政

　 策の 　部 と し て 推進 され て き た 「地域情報化政

　 策」の 過程 を指す用語 と し て 使用 し て お り，各

　 地 で 住民 参膿が 行われ て い る こ と は認識 し て い

　 るが ，主導権と い う点に お い て 1行政主導の 情

　 報化活動」と い う意昧で 区別 し て い る。

（7）ニ ュ
ーヨ ーク市 パ ー一

レ ム地 区の Pla画ng 　To　Win

　 （http：／／www ．playing2win．org ／）や シ リコ ン バ レ

　
ーの Plugged　IIユ （http：／〈 へ、w ，pluggedin，org ／）

　 など．少数で あるが
一・部の CTC にお い て メ デ ィ

　 ア ・ア ー トをプ ロ グ ラ ム に 導 入 し て い る．また ．

　 こ こ数年の CTCNet全国年次総会に お けるメ デ

　 ィ ァ
・

ア
ー

ト関連の セ ッ シ ョ ン に は多くの 参加

　 者が確認で き 、CTC 関係者の 関心 は高 ま っ て

　 い る ，、しか し なが ら ，新た なフ
．
ロ グ ラ ム 開発や

　 運用に お い て 必要 と される ノ ウ ハ ウ や入材の 欠

　 如 が普及 を妨げる要囚とな っ て い るよ うで ある 。

（8）SLYM に 関す る 情報 は ，1999年 か ら2001年に

　 渡る CTCNet 令国年次総会の 各種 セ ソ シ ョ ン に

　 お け る情報 ，1999年CTCNe 亡全 国年次総会の 中

　 で 行われた SLYM マ ル チ メ デ ィ ア ・セ ン タ
ーへ

　 の 視察 ，SLYM を取 り扱 っ た雑誌記事 ，　 SLYM

　 の ホ
ー

ム ペ
ー

ジ情報（http；／／streetlevel ．iit．edu ／），

　 SLYM ス タ ッ フ へ の 対面お よび電子 メ
ー

ル によ

　 る イン タ ビ ュ
ー

などに より収集 し た 情報 をま と

　 め た もの で ある．、

（9）当小論執筆時点の Census2000で は シ カ ゴ 地域

　の コ ミュ
ニ テ ィ レ ベ ル の デ

ータが 公表され て い

　 な い た め ，人口 ・人種 ・所得 ・貧困 レ ベ ル ・家

　 族形態 に 関する データ は Censusl990 の もの を使

　田 した tt 出所は ，シ カゴ市，イ リノ イ州，全米 につ

　 い て は ，U．g．　Cerlsus　Bureau
，
　ikmer ｛can 　 Fact

　 Finder （hしtp：／／factfinder．census ．g  v ／servletf

　 BasicFactsSelvlet）．ウ ェ ス トタ ウ ン に つ い て は ，

　 Chicago　Area　Geographic　Informati〔m 　Study

　 （CAGIS）1ab〔｝rat ｛lry ，
’
Community 　Area　Deme −

　 graphic 　Reports
’
　（http：／〈、、、へv．cagis ，uic ．edu ／

　 demographics／carel 〕treq．htm1）を参照 6 犯 罪指

　標 に つ い て は ，Chicago　Tribune．　℃ rime 　pulse

：Chicago　area 　crinle 　rates
’
（ht七p；／／cgi，　chicag （，．

tribしlne ，com 〆homes／commun ／crum ．htm）を参

　 tttto

（1〔〕）MPC 　Telecommunieation舐厂orking 　Gr｛，up の

　 Ray　R 〔，mere 氏の 報 告に よ る 1998年度 の 数値

　　を元 に記述 ウ

　 出所は．MetroPolitan　Planning　Counci1
，

鹽
Getting

　 Wired ：Conmecting　Chic；ago
’
sNeighborhoods

’

　 （http；／／wl ・k“v．metrol 〕1anning．org ／resources ／10

　 4section1．aSp ？〔〕bjectll）＝104）c

（ll）1998年当時 、コ ロ ラ ド大学の 修士課程 に 在籍

　　し たAMコne −Barrie　HunLer女史が行 っ た イン タ ビ

　　ュ
ーの 中で ，創業者の

・
人で あるTony 　Streit

　 氏 は次の よ うに指摘 して い る、「私は
“
子 ども

　 た ち （kids）
”

と い う用語 を柔軟に 使用 して い

　　る、、基本的に は ，5歳か ら21歳 く らい まで の

　 若者 を指 し て い る討 （IIUnter，工998）当小論

　 で も 「子 ど も」 1子ど もた ち」 と い う用詰 を

　 「児輊期 培 学童期」「青年期」 まで を含む幅

　 広 い 年齢層に 対 し て 柔軟 に使用 し て い る 。

（12）Mac；k （2001）は ，歴 史的に構成 され て きたそ

　 れま で の 人種間格差の 影響を理解 し な い こ と

　 に は ，現 存の デ ジ タ ル ・デ バ イ ド に お い て ，

　 情報弱 者が永遠に 貧困階層へ 追 い や られ る可

　 能性が高ま っ て しま うと指摘 して い る n

（13）こ こ で の 「メ デ ィ ア ・テ ク ノ ロ ジー一とは ，さ

　　ま ざまな メ デ ィ ア 同士 を結び つ け ，
一

体化 し

　 統合 した シ ス テ ム にす る技術 を指 して使 用 し

　 て い る，、これ ら メ デ ィ ア
・テ ク ノ ロ ジ ーを包

　 括 す る概 念 と し て IT （情報技 術 ）が あ る 。

　　（三 J卜，　2002）

（14）筆 者が行 っ たE メ ール に よ る イ ン タ ビ ュ
ーの 中

　 で ，SLYM 創業者の
．一・

人 で あ る Tonv 　Streiし氏

　 は ，特定 の 教育 モ デ ル か らの 直接的影響 に つ

　 い て は 否定 し つ つ も ，過 去 に Freireや 【11ichの

　　文献に親 し ん で い た こ と は認め て い る n

（15）ス テ レ オ タ イプに 関す る記述に つ い て は土瀬

　 由美 子 （2002）『ス テ レ オ タ イプ の 社会心 理学一1

　 サ イ エ ン ス 社 を参考に し た、t
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コ ミュ
ニ テ ィ情報化プ ロ ジ ェ ク トに おける メ デ ィ ア

・
ア
ート・プ ロ グ ラ ム の 可能性

（16）こ れ まで の H本の 地域情報化の 展開や特徴，

　 問題点に つ い て は
， 小林 （1997，

1998
，
2000），

　 大石 （1992），田崎 （1994），中村 ・田中 ・沽

　 原 （1996 ），林 （1996＞．多喜 （1989）を参照

　　し た。これ ら の 著書で は 、地 域情報化政策に

　　お け る問題点 と し て 地域住民 の 視点 の 欠如が

　 共通 して 指摘 されて い る．＝

（17）例 え ば ア
ー ト関連の 地 域情報 化事業 と して ，

　 芸術 文化的施設 を 中心 に各種プ ロ グ ラ ム を推

　 進す る「せ んだい メ デ ィ ア テ
ー

ク」などの 例や ，

　　文化財の デ ジ タル アーカ イブ を促進する 「石川

　 新情報書府」な ど の 例 が見 られ る、、「せ ん だ い

　　メ デ ィ ア テ
ー

ク 」（http：〃 www ，smt ．jp／smt ／

　 index．htm1）は ，　 f山台市教育委 員会 か ら管理

　 運営業務 を委託 された財団法人仙台ひ と ・ま

　　ち交流財団に よ っ て 運営 されて い る事業で ，

　　ア
ー

トギ ャ ラ リー
や図書館な ど

一
施設」を

．
核

　　に
「

美術や 映像 文化の 活動拠点」を目指 し て ．

　 表現 活動や芸術文化活動の ため の 「空間．1を

　 提供 し て い る．さらに こ の 1
一
空問 1にお い て 市

　 民が参加す る各種 プ ロ グ ラ ム の 運営 も行 っ て

　　い る点で 特徴的で あ る，また ．石川県の 「石川

　 新情報書府1（htしp：／／shofu ．pref．ishikawa．jp／）
　　で は ，「石川の 豊か な文化資産を最先端の 情

　　報技術で 記録 ・保存 し ，世 界に 向けて 発信」

　　する 目的で ．石川 の 伝統工 芸 ・伝統芸能の デ

　　ジ タ ル 化に取 り組 んでお り，こ れ らは従来の

　　建設主義の 地域情報化 と は 一線 を画す性格を

　　もつ とい える 。 しか しなが ら ，当小論で 論 じ

　　る メ デ ィ ア ・ア
ー

ト ・プ ロ グ ラ ム は ，地 域の

　 文化資産や ア
ーテ ィ ス トの 作品制作 ・展示 を

　 対象 とす る の で は な く，　
一
般 市民 に よる表現

　　活動 ・創作活動 を中心 に構成 されるプ ロ グ ラ

　　ム で あ り，住民 の 参加で は な く （「参加」には

　 様 々 な レ ベ ル が あ るが），住民 が主 体とな る プ

　　ロ グ ラ ム とい う点 に お い て ，H 本の 事例 と異

　　な っ て い る 。SLYM に お い て も，住民 参加で

　　は な く、地 尢 子 ど もた ち の 表 現 活 動 を 中心

　　（住民本位）にす べ て の 活動 や 組織 を構成 して

　 お り，さらに 「市 （c埒月 よ り小規模 な近隣地

　 域 （communits ； area）をギな サ ービ ス提供 エ

　　リア とす る た め ，よ り ア ウ ト リーチ 的性格 が

　 強 く押 し出され て い る 点が特徴的と い え る。

（18）（財）情報通信学会主催 「第 16囘 コ ミ ュ
ニ ケ

　　ーシ ョ ン
・

フ ォ
ーラ ム 1（2000年 11H9 〜101］）

　　に おける セ ッ シ ョ ン 2 「デジ タル ・デ ィバ イド ：

　 情報強 者と情報弱者」の 中で の橋元良明氏の

　 発言 な どで指摘 されて い る。

参考文献

相川充 ・津村 俊充編 〔1996）i社 会的 ス キ ）L と対 人関係 』誠信書

房，PP2 〔｝
− 21．

The　Children
．
sPartl1L コT

』qh ↑p　（2000〕　O −．lirJ．e 　（］t）rtt．etJi 　fOt・f．｛）1．｛・−

lncorne　atlc ’tiii．（ters（trved 　tltnericait ．s： The　Vig■lt，，I　Divitle　ti ．N （i・u，

Frentier．　 T｝1c 　Childrenl　s　Partnershlp．　8p．

Collingrvood．　R．G．　 q　939）T’te 　Priftc・ψ’es σゾ
14置・t一近 藤重 明訳

（1973〕 『芸 術 の 原理 ⊥ 勁 草書 房 、164p．

de　Duve、　Thier巧く 1989）　Au 　D （〜 LIArt．　Les　Editions　dc　Minuit

＝松 浦寿 夫 ・松岡新 　・郎訳 （2001 ） 「芸術 の 名に お い て 、青 ヒ

制　．　ppl6− 17．

Freire，　 Paulo（1970〕Ped 〔zgostia 　D θ OPI・”p取 ’o ，Rio 〔lc　Jこmeiro ：

Paz　e　Terra＝小 沢 有 イ1三 ・楠 瞭彰
・
柿 沼 秀雄

・
伊 藤 周 訳 （1977）

『被拍】［E≡者 び）教 育学』　可秬紀 書房，　901）．

藤幡正 樹 （2001 ）
一
フ ィ

・一
ノt・ド

’1 −．ク ス 」、川俣．II．：十 ニ コ ラ ス ’

ペ ー
リ
ー

十 熊倉敬聡．編 「セ ル フ
・

エ デ ュ ケ
…

シ コ ン 時代．！ソ ィ

ノレム フ
！一

　トt／1、　ppl30
〜131．

林茂樹 〔1996〕『地 域情報f匕過程 の 研究1 日本評論 社

堀元彰 C2000）「モ ダ ニ ズ ム を超 え て ．未永照 和監修 『カ ラ
ー・
版

2D世紀の 美 術』美術 1」1版k／1，PP190
〜196，

Ilunter，　 Ann巳
一Barrie （1998｝ A　（：onversfttion 　bdlt・i．・・eell 　T” n．）

’

Sl．rei ．t，　 Co −17t川 nder 　Of　s
’
treet −Level　 v

’
Ott‘th 」Tie‘tia．1．Ttlfl ．4nrtti−

Btfrrie　HiJ，nter ，末公 開の 議事録．

Illich、　Ivan　D ．0970＞ ρ r刪 ，’置r冫ρ ’加 g　Sρ f ’猷 y，　 Harper ＆ Row ＝

劇 羊・小澤周 二 訳 （197711
’
脱学校 の 社 会11東京創 元社、85p．

⊥ 瀬 由美 了 （2002）『ス テ レ オ タ イプの 社 会 心 理 学 ！→Jイエ ン ス

村こ，pp144
−−155，

木村忠正 （2001 〕『デ ジ タ ル デバ イ ドとは何 か ： コ ン セ ン →
丿ス

・

75

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Association for Social Informatics

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assooiation 　for 　Sooial 　工nformatios

コ ミ ュ ニ テ ィ をめ ざ し．て、岩波 書店 ，IjP44〜57．

小林 宏
一

（1997）…

一
地1或

’
瘠：報 化政 策 の 展 開 と そ の 間．題 性 IIヨ本

社会情報 学会学会誌 　第 9 号．PP．7〜16．

小 林 宏
一・q998 ） 「π

一・
「U紀 の 地 方 を

．
切 り！…イ：1くデ ジ タ ル コ ミ ．L，．

ニ テ ．イ ズ 」デ ジ タ ル コ ミ．− ニ テ ィ ズ 推 進 委 員会 編 「デ ジ ク ル
．
コ

ミ ュ
ニ テ ．｛ ズ 　こ れ で地方 が甦 るlTBS ブ

IJ
タニ カ、pp．214

〜222，

小林宏
一．〔2UOO ） 「冂オ竃に お け る地 域

．1青報化政策 の ．展 開 と その

IiVdlsi点．1　東寿τ大 弓；：幸
．
ヒ三ぴ

．1て午菊乏「1珪究戸斤紀 i要　　N〔印．59．　PP．1〜18．

1．xコnhart ．　Ami虹nda ，Lee　Rainie，Susannah　F〔，x，∫【，hn 卜ror酒gan、and

Tom 　Spooner〔：20eo ）W’lt．ご鳶 rユot．　o ’醒”Fr律 357 ％ ‘ゾ
’
tJt｛）sc ！

・
1．t・i．t，iJ．｛」lt．i

glttttrnet了t・ece ．ss　5了ry 　th．ey 　do 　net 　P’‘川 te ’09 （川 、　Pew 　ll．1しer 冂 e し＆

，’Mnerican　Lifc　Projじct，　 http：／〈i’“，wiPewinte 「neL 〔〕「’9／i
．
eT）o 「ts／

index．u．sP ，

Mack ，　Raneta　haWSoll（200工：｝
’
S’lte　Digitat ρ飴耐 e ’Sfatt（tin

−
r　tt’t

thtl　 Sntersection　q’
．
．rCace　K・Teclti，o ’t）9 ／y，Car  lina　Acaden．lic

Prヒ ss，ぬiip．、xxp ，

Ministr），　of 　Educati（｝11，　0ntario　；｝
’
c｝rulT ］　for　Citizens　　　

「
Fel〔：visiDn

（1989）　Media ．L’厘 ”ttc ）
，「 fte’sout ’ce 　Ctt．ide．　

’
1
’
｛〕ronto ：Onturio

MinistrY　Q 「E 〔二1
’
ucation ＝FCT 市民 の メ デ t ア ・フ ォ

ー
ラ ム 訳

（199211
「
メ デ ィ ア ・

リテ ラ シ ー
： マ ス ．メ デ ィ ア を読み 解 く』 1．1

べ ．ル タ 出版．

−Jl：秀：樹 （2002 〕『．メ デ ．f ア と芸術圭 果英 社 茉斤書，　PP・11〜14，

PP、130一亅33．

水 越Ill．1 〔1999）「デ ジ タ JL ・．メ ．
デ ．ゴア ．仁L．会』岩 波雷店 、PP91．−

92，

中村広 幸
・
田 中浮

・
清 原慶 イ

』
（1996）「地 域

．1青報シ ス テ ム の 変

容 ：L ：地域情報 化政策 をめ ぐ っ て．」東
．
京大学社会．1青報 研究所編

1情 報行動 と地域
・1青報 シ ス テ ム i 東京 大学 出版会 ，pp，246ny296．

NCES ：Nazic〕nul 　CenLer．f（，r　E｛lucaLion　Sぬdsdcs．　Ll．S．　Departmenし

o 「Education（200D〕　ifrt．ttlrtt．lll．　Access　in　t．，，．S．1）rtb ’ic．S
’
ch ．oots 　tlJld

（∫tas，st ．t）Ortts 　” 994 −：7000 ，　http；／／nces ．ed ，9〔｝v ／Pubs2eOl．f

2001〔）71．pdL

N
．
「．IA 　： National　 Telecomm しlnicatiQn 　and 　Inforniation

八dminis しrati 。 r1．　IJ、S、　DePartmalt 　of　C ・mm 已rc臼．　U998＞ F・・”i・9

T
’
lt．rettsrlr 　tlt．e　Nr〜’ Si； 、．Y6ぞ．rv　S♪ttt（I　 OII．　 flt．e 酬 9加 厘” ♪i’i，iftt／　’http：〃

www ．ntia．doc、guv／epudhonu −’．／digiLalnation／index．htTnl．

｝客含1塾彳f　・イ丿卜牙塰：淫亨う
二

　
・
盛’1蔭誠 　　

．
著 　@（199：：モ＞　f 青． 牢a）’巳ち理【学

：二　．

斐閣，33

D 大石裕（1992 ）
「
地
域
’t・
lii

− ．報 化 ：理 論と政 策1 世 界

想礼 多喜弘次（1989：1 「 地 域情報化び）
陥
穿」竹 ．内郁郎

・
田村

．雄 編 『 新版 　 地域． メデ．イア 』 ：凵本評論：社，pP．9レ

］ 10． 田 III奇篤 郎（ 199 ⇔「地域 情 報 化 び ） 現状 と
問
題点 1東京．

学k ［：会
情
報
研
究
所
編． 冂社．会 ．睹 報と情 報環境 』東京大学出版会，

．
．147

〜1

．
76N

工 工 一 Eleotronio 　Library 　


